
２０２２年度 公立大学法人北九州市立大学特別研究推進費 実績報告書 

2023 年 4 月 28 日 

北九州市立大学長 様 

（所属・職名）地域戦略研究所・教授 

（氏名）         小林敏樹 

公立大学法人北九州市立大学特別研究推進費に係る研究実績について、次の通り報告し

ます。 

研究課題名 大規模商業施設周辺のエリアマネジメントのあり方に関する研究 

－公共空間の利活用を契機としたステークホルダーの連携構築－ 

合計 使用内訳（単位：円） 

交付決定額 540,000 備品費 消耗品費 報酬 その他 旅費交通費 

執行額 210,098 115,013 95,085 

執行残額 329,902 

共同研究者 

所属・職名 氏名 役割分担等 

研究分野：都市計画・まちづくり 

キーワード：エリアマネジメント、社会実験

研究成果の概要（和文） 

 広幅員道路内（中央分離帯）に大規模公園が立地するエリアおよび活動エリア内に大規模

商業施設を有するエリアのエリアマネジメントの設立状況および公園活用の社会実験の取

り組み実態の把握を行った。その結果、そういったエリアにおけるエリアマネジメント団体

の設立は少数であり、また同時に大規模公園における社会実験に取り組んでいる事例につ

いてもほとんど見られなかったが、調査で得られた知見の一部は、本研究の対象エリアであ

る、八幡東田エリアにおけるエリアマネジメント団体の設立に反映されたと考える。 

 平行して実施した東田大通り公園の社会実験についてであるが、2 回実施し、屋外空間に

おけるアクティビティのニーズ等について把握できたと同時に、エリアマネジメント団体

や公園自体の認知度の向上にも貢献できたと考える。今後は、この社会実験の結果を踏まえ

より大規模かつ長期的な社会実験の実施を予定している。 



研究成果の学術的意義や社会的意義 

 本研究で得られた知見は当該エリアの実際のエリアマネジメント活動に活かすことがで

きるため、社会的効果、地域への還元性も大きいことが想定される。さらに、ＳＤＧs への

貢献も期待できる。研究の発展性としては、当該エリアに立地する博物館などの公共施設や、

大規模商業施設内に立地する各種施設を巻き込んだより具体的なエリアマネジメントの取

り組みの可能性や、公共空間の活用に留まらない環境や教育など SDGs の他の目標をター

ゲットとした取り組みについて展開していくことも考えられる。 

 

1. 研究の背景 

近年、都心地域の商業施設を中心に個別の商業施設のみで事業活動を行うのではなく、

周辺の他の商業施設や業務施設、公的機関などと連携したまちづくりの取り組み（エリア

マネジメント）が各地で広く行われている。エリアマネジメントの取り組みを通して、エ

リア全体での集客力や魅力の向上、不動産価値の上昇など、エリアの価値向上に向けた取

り組みといえる。 

北九州市の旧スペースワールド跡地に西日本最大級の商業施設が昨年春開業した。この

商業施設の開業に伴い、商業施設の運営会社（（株）イオン）と周辺地域で以前からまちづ

くりの取り組み行っている八幡東田まちづくり連絡会（当該エリアの民間企業など約 70

団体により構成）、さらに北九州市などが参画してエリアマネジメントの取り組みをスタ

ートさせる予定となっている（2022 年春の段階では、2022 年度組織構築、2023 年

度本格的な活動開始予定）。そして、その取り組みに申請者のゼミも参画する予定となっ

ている。申請者のゼミに期待されていることとしては、学識経験者としてのアドバイスだ

けでなく、まちづくりの担い手として、実際に多様な活動を行っていくことである。 

当該エリアのエリアマネジメントの取り組みを 2023 年度以降本格的に始めるわけで

あるが、それに先立ち、2022 年度後半からスペースワールド駅前の駅前広場や駅前から

延びる広幅員道路沿いの公園や公共空間の実験的な利活用を行っていく予定である。公園

や公共空間の利活用を行うことを通して、エリアマネジメントについての認知度の向上や

ステークホルダーの機運の醸成を図っていく予定である。 

 

2. 研究の目的 

本研究では、まず、比較的規模の大きい公園、特に広幅員道路内の公園（札幌の大通り

公園や名古屋の久屋大通りの公園など）のエリアマネジメントによる利活用取り組みにつ

いて、どのような主体が、どのような利活用を行っているのか、また恒久的な利活用に至

るまでの社会実験などの進め方について分析、考察を行う。さらに、今後具体的に動いて

いく当該エリアのエリアマネジメントのあり方を検討したい。どういった組織形態がよい

のか、どういったプロセスで組織を構築していくのが良いか、ステークホルダーをどのよ

うに巻き込んでいくべきかなどについて、先進事例をもとに考察する。対象とする先進事



例は、当該エリアと同様に大規模商業施設が立地したエリアにおけるエリアマネジメント

の取り組みを対象とする予定である。 

さらに上記をベースに、当該エリアにおいて、社会実験を実施し、エリアマネジメント

の本格的な展開に向けたステークホルダーの意識の醸成やエリアマネジメントや当該エ

リア自体の認知度の向上を図る。 

 

3．研究の方法 

エリアマネジメントについての文献調査、先進事例の現地調査等を行い、それらをもと

に、当該エリアのエリアマネジメント団体の設立に向けた準備や公園や公共空間における

社会実験の具体的内容の検討、準備をすすめ、実際に社会実験を実施する。その結果を分

析し、今後のエリアマネジメント活動や公園等の公共空間の活用にいかす。 

 

４．研究成果 

まず、広幅員道路内に公園が存在するエリアでのエリアマネジメントの動向を確認した。

その結果、エリアマネジメント団体が設立されているケースは確認できたが、公園におけ

る社会実験の実施等の動きがある事例はごくわずかであった。また、公園の有無にかかわ

らず、エリアマネジメントの活動エリア内に大規模商業施設が立地している場合は、大規

模商業施設に対して、他のステークホルダー以上にかなり配慮した振舞い方、接触、交渉

の仕方を取っていることも分かった。 

本研究の北九州における対象地である東田エリアの対象エリアにおいても、エリアマネ

ジメント団体の設立に向けた準備が進み、昨年 12 月に、一般社団法人 八幡東田エリア

マネジメントが設立され、同時に、都市再生推進法人の認定（福岡県内第 1 号）も受けた。

この設立に向けた準備段階で上記研究の成果についても一部繁栄されている。 

  6 月および 11 月に東田大通り公園の活用を促進するための社会実験を 2 階行った。

1 回目の社会実験では、チョークアートや、巨大オセロ、クイズラリー等の屋外空間での

アクティビティを複数用意し、来場者が各々楽しんでいた。2 回目は 1 回目のものをさら

にバージョンアップさせ、子供向けのアクティビティの充実を図った。また、2 階の社会

実験において、東田大通り公園でやってみたいこと、東田大通り公園の好きなこところ等

のヒアリング（ワークショップ）も行った。また、各種アクティビティについての満足度

調査も行っている。これらの結果を、2023 年度からのより大規模な社会実験やその後の

エリアマネジメントの取り組み、活動に反映させていく予定である。社会実験の詳細、お

よび報告については別添に資料に掲載している。別添の資料は、2023 年 3 月に開催し

た社会実験の報告会を兼ねたワークショップでの報告資料（スライド集）である。 

 

 



「こうえん研究所」
実施報告

北九州市立大学 地域戦略研究所/地域創生学群

准教授・博士（工学）

小林 敏樹



こうえん研究所
まつり起業祭八幡2022













































































アクティビティの評価
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マスキングテープアート

ピクニックシートレンタル

ワボバフライヤー
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ハンモック

はっぱアート

おおきなおりがみ

バランスストーン

グットミントン

オゴスポーツ

きょだいオセロ

シャボン玉

チョークアート

モルック

大人 学生 子ども

・全体の上位のアクティビティ
は、家庭にあまりないもの、日
常あまりできないもの、新しい
ものが多い

・総投票数207票のうち、約1/3
の90票がモルックとチョーク
アートに集中している

楽しかった遊びの集計結果



滞留者の調査
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１人が座りだしたら皆真
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→ベンチが足りていなかった
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年配の方が多め

ベビーカーがよくとまる

子どもを立ってみてる
人が多い

地面がガタガタ
で
転ぶ子が多かっ
た

E E
E

E

E

常に誰かが使用してい
る

常に人が多い



輪型のベンチの中の空洞で
子どもが遊んでいる

ベビーカーを持って坂の上まで
子どもの見守りをする何人か女性がいた
→坂がガタガタなので上り下りが大変そう

子どもの引率者が母親のみの
家庭が増えた

E

SS

11/6 15:00～



全体



ワークショップ
（東田大通り公園についてのアンケート調査）









広い 14

楽しい 7

にぎやか 5

きれいな街並み 1

雰囲気がすてき 1

涼しい 1

緑が多い 8

自然が多い 2

緑の床のふわふわが好き 1

並木がきれい 1

木漏れ日が心地いい 1

虫が多い 1

ピクニックができる 1

滑り台 13

遊具が多い 1

鉄棒が好き 1

アスレチックがすき 1

自転車ができる 1

色々なイベントに利用できる 1

全ての世代の人が笑顔で祭り
を開いているところ

1

楽しめるイベントが多い 1

スペースラボができて来やすくなった 1

イオン、駅、博物館が近いところ 1

イオンに近い 1

東田大通り公園の〇〇が好き！

公園全体に対する
印象：29

緑：15遊具：17

イベント：3 周辺との関係性：3





東田大通り公園でやりたいこと

散歩 6

バスケットボール 4

サッカー 2

ウィーキング 2

野球 1

ダンス 1

サイクリング 1

ボーリング 1

スケートボード 1

ボルダリング 1

ランニング 1

主に大人を対象とした

スポーツ:21

ブランコ

(大きいブランコにのってハイ

ジの気分になりたいを含む)

6

滑り台 4

おにごっこ 4

アスレチック

(池のアスレチックを含む)
2

シャボン玉 2

シーソー 1

ターザン 1

スライダー 1

たこあげ 1

虫取り 1

かくれんぼ 1

自転車 1

チョーク遊び 1

水遊び 1

孫と遊びたい 1

でんでんむしを探す 1

虫を探したい 1

プリキュアごっこ 1

主にこどもを対象とした遊び:31

寝る

(ハンモックで昼寝:2、子

供たちとゆっくりお昼寝

を含む)

5

ピクニック

(のんびりお弁当を食べた

いを含む)

4

お祭り 4

花火 4

犬の散歩 3

キャンプ 3

お花見 2

バーベキュー 2

大好きな人とお話 1

日陰のベンチに座りたい 1

一面、きのこ畑 1

アウトドア

アクティビティ:30 音楽系イベント

(DJ:2、アマチュアミュー

ジシャンのライブなど)

4

イベント 2

アクセサリーづくり 1

フリーマーケット 1

地元ブランドを使った

ファッションショー
1

マルシェ 1

イベント:10





複数票あった公園
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ベンチ 木陰 東屋

桃園公園 7 7 173200 運動 八幡東区 1963年 〇 〇 住宅地 〇 × × 〇 × 〇 〇 ×

勝山公園 5 1 6 200976 総合 小倉北区 1957年 × 〇 中心市街地 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×

高見中央公園 2 1 3 10000 近隣 八幡東区 2000年 〇 〇 住宅地 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

高炉台公園 3 3 103204 総合 八幡東区 1951年 〇 〇 住宅地 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 ×

岩田公園 3 3 4940 街区 八幡西区 1962年 〇 〇 住宅地 〇 × × 〇 × 〇 〇 ×

大池公園 2 2 16866 近隣 八幡西区 1968年 × 〇 住宅地 〇 × × 〇 × 〇 〇 ×

宮田町公園 1 1 2 3923 街区 八幡東区 1931年 〇 〇 住宅地 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇

大蔵公園 1 1 2 3830 街区 八幡東区 1951年 〇 〇 住宅地 〇 × × × × 〇 × ×

皇后崎公園 2 2 82024 地区 八幡西区 1972年 〇 〇 住宅地 〇 × × × × 〇 〇 〇

香月中央公園 2 2 89666 地区 八幡西区 1985年 × 〇 住宅地 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇

東田大通公園 ー ー ー ー 22770 都市 八幡東区 2003年 × 〇 ？ 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇

お気に入りの公園
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• 公園、芝生、屋外空間の心地よさを体感

• 日常の延長線上としての公園使い

• ちょっと背伸びした日常の設え

• だれでもいつでもできる、楽しめるような設え、きっかけづくり

• おでかけ、遊び≒商業施設、お祭り、遊園地⇒受動的行為

⇓

• おでかけ、遊び≒その場所、空間、時間を主体的に楽しむ、

ぜいたくな時間の使い方、過ごし方→能動的行為

今回の社会実験を実施するにあたっての想い



•都市、まちの余白

•みんながやりたいことが実現できる場≒余白

•これまでは、公園（パブリック空間）を主に公
（行政）が維持管理

•公の空間としての公園

→共（地域の共有）の空間としての公園

これからは、公民連携でマネジメント

東田大通り公園の今後
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